
令
、
学
徒
動
員
令
、
女
子
勤
労
挺
身
隊
と
お
国
の
た
め
に
出
て

行
っ
て
お
り
、
あ
と
は
老
人
と
子
供
だ
け
の
村
に
な
り
ま
し

た
。
で
も
お
国
の
た
め
だ
と
頑
張
る
し
か
な
い
、
と
話
し
合
い

ま
し
た
。
私
は
軍
需
工
場
で
働
い
て
い
る
ゆ
え
か
二
度
目
の
召

集
も
無
く
、
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
を
迎
え
ま
し
た
。

工
場
で
「
十
二
時
に
全
員
広
場
に
集
合
せ
よ
」
で
、
夏
の
暑

い
日
差
し
の
中
、
ラ
ジ
オ
の
放
送
が
あ
り
ま
し
た
。
心
静
か
に

聞
け
ま
し
た
。
天
皇
陛
下
の
玉
音
放
送
で
し
た
。
一
瞬
目
の
前

が
真
っ
暗
に
な
り
、
私
た
ち
は
今
ま
で
何
の
た
め
に
働
い
て
き

た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

日
本
は
負
け
た
の
だ
。
神
州
不
滅
は
嘘
だ
っ
た
。

工
場
は
閉
鎖
に
な
り
泉
村
へ
帰
り
ま
し
た
。
な
ん
と
か
し
よ

う
と
思
っ
た
矢
先
に
村
長
に
出
会
い
ま
し
た
。
私
は
家
が
無
い

の
で
当
面
借
地
の
一
反
も
借
り
て
自
宅
を
作
る
心
底
だ
っ
た
の

で
す
が
、
農
地
法
で
他
人
に
土
地
を
貸
す
と
取
ら
れ
て
し
ま
う

と
い
う
の
で
、
村
長
に
相
談
し
ま
し
た
。
村
長
は
農
政
振
興
の

た
め
に
全
力
を
尽
く
し
て
い
ま
し
た
。「
乙
川
君
、
今
未
墾
地

開
発
法
と
い
う
の
が
あ
る
。
そ
れ
を
検
討
し
て
み
よ
う
」
と
言

わ
れ
て
、「
君
の
よ
う
に
お
国
の
た
め
に
充
分
働
き
、
ま
し
て

弟
さ
ん
二
人
も
戦
死
さ
せ
た
家
の
人
に
村
と
し
て
も
充
分
考
え

て
応
援
し
ま
す
」
と
の
こ
と
。
そ
し
て
即
調
査
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
ら
、
近
く
の
人
で
部
落
の
東
側
に
十
六
町
歩
の
未
墾
地

を
所
有
し
て
い
る
人
が
い
ま
し
た
。
一
人
三
町
歩
ま
で
所
有
で

き
る
と
い
う
の
で
、
メ
ン
バ
ー
を
組
ん
で
未
墾
地
開
墾
を
申
請

し
て
受
理
さ
れ
、
現
在
は
二
町
三
反
ほ
ど
の
宅
地
や
田
地
畑
地

を
活
用
し
て
い
ま
す
。

苦
労
さ
せ
た
妻
は
先
年
鬼
籍
入
り
し
子
供
三
人
は
親
孝
行
で

す
。
今
日
の
平
和
は
、
惜
し
む
ら
く
は
大
東
亜
戦
争
で
多
く
の

戦
死
さ
れ
た
尊
い
犠
牲
の
上
の
平
和
で
す
。
英
霊
の
安
ら
か
な

眠
り
を
心
か
ら
念
じ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合

掌

北
支
河
北
の
戦
闘

（
極
）
支
那
駐
屯
第
一
連
隊
　 

埼
玉
県
　
井
上
貞
夫
　 

私
は
昭
和
十
五
年
徴
集
兵
の
検
査
で
甲
種
合
格
と
な
っ
た
。

生
家
は
当
時
の
東
京
市
浅
草
区
（
現
台
東
区
）
浅
草
馬
道
に
あ



り
、
羅
紗
商
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
弟
が
三
人
、
妹
二
人

で
、
十
二
歳
の
時
、
家
は
神
田
須
田
町
に
移
転
し
、
東
京
下
町

の
中
央
で
育
っ
た
。
早
稲
田
実
業
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
、
将

来
家
を
継
ぐ
立
場
に
も
あ
る
の
で
家
業
の
手
伝
い
を
し
て
い

た
。
既
に
支
那
事
変
の
最
中
で
あ
り
、
世
界
情
勢
の
中
で
の
日

本
の
立
場
は
厳
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
た
。
親
と
し
て
は
、
長

男
が
兵
隊
に
入
る
こ
と
は
、
当
然
覚
悟
は
し
て
い
た
ろ
う
が
、

そ
の
心
況
は
複
雑
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
う
。

昭
和
十
五
年
十
二
月
一
日
、
近
隣
、
親
戚
、
友
人
の
歓
呼
の

声
に
送
ら
れ
て
近
衛
兵
第
二
連
隊
に
入
営
し
た
。
本
来
、
近
衛

兵
は
天
皇
陛
下
、
錦
旗
護
衛
が
任
務
で
あ
る
と
思
っ
た
が
、
即

日
、
支
那
駐
屯
第
一
連
隊
に
転
属
し
、
第
九
中
隊
（
第
三
大

隊
）
に
編
入
と
な
っ
た
。
そ
の
時
は
無
我
夢
中
で
あ
っ
た
が
、

後
に
聞
い
た
古
兵
の
話
で
は
、
昭
和
十
二
年
七
月
七
日
、
北

支
、
北
京
郊
外
盧
溝
橋
付
近
で
中
国
軍
と
戦
闘
を
交
え
た
牟
田

口
廉
也
連
隊
長
の
部
隊
で
あ
る
と
い
う
。
い
よ
い
よ
、
我
々
は

戦
地
要
員
だ
な
と
心
に
決
め
て
い
た
。

隊
に
い
た
の
は
二
週
間
、
軍
装
品
を
支
給
さ
れ
た
我
々
の
仲

間
約
一
千
人
は
、
十
二
月
十
四
日
、
東
京
品
川
駅
を
出
発
、
十

五
日
に
は
神
戸
港
出
帆
と
い
う
あ
わ
た
だ
し
さ
で
あ
る
。
我
々

は
支
那
駐
屯
第
一
連
隊
（
極
第
二
九
〇
二
部
隊
）
の
十
五
年
次

兵
と
称
さ
れ
た
も
の
で
、
十
二
月
二
十
二
日
に
は
河
北
省
■
県

唐
山
駅
着
、
連
隊
本
部
で
申
告
し
、
即
日
開
平
教
育
隊
に
入
っ

た
。
北
支
の
冬
は
、
日
本
内
地
と
異
な
り
、
厳
し
い
寒
さ
で
あ

っ
た
こ
と
を
今
で
も
思
い
出
す
。

河
北
省
は
北
支
那
の
満
州
寄
り
の
省
で
あ
り
、
共
産
八
路
軍

の
活
動
が
盛
ん
で
、
関
東
軍
と
北
支
軍
は
度
々
討
伐
戦
を
行
っ

て
い
た
と
聞
い
た
。
特
に
我
々
が
入
隊
し
た
昭
和
十
五
年
後
期

か
ら
は
治
安
が
悪
く
、
八
路
軍
の
河
北
省
東
部
（
冀
東
と
い

う
）
へ
の
侵
略
は
表
面
化
し
、
情
報
に
よ
れ
ば
、
昭
和
十
五
年

四
月
頃
、
中
共
軍
の
冀
東
軍
区
が
北
支
の
根
拠
地
と
な
っ
て
お

り
、
軍
区
司
令
は
李
雲
長
と
い
う
。

極
部
隊
の
第
一
連
隊
本
部
は
唐
山
、
第
一
大
隊
は
豊
潤
、
第

二
大
隊
は
古
治
、
我
が
第
三
大
隊
は
遵
化
に
配
置
さ
れ
、
■
河

以
西
の
敵
の
進
出
を
抑
え
る
任
務
を
持
っ
て
い
た
。
我
々
が
入

隊
す
る
前
年
、
共
産
軍
が
侵
入
し
、
教
育
中
に
非
常
呼
集
が
あ

っ
た
と
い
う
。
我
々
も
教
育
中
に
河
北
交
通
官
舎
に
中
隊
を
分



散
し
、
対
戦
、
警
備
の
た
め
二
、
三
日
間
宿
泊
し
た
こ
と
も
あ

っ
た
。
私
は
一
応
学
校
で
軍
事
教
育
を
受
け
て
い
た
か
ら
基
本

的
な
こ
と
は
身
に
つ
い
て
い
た
が
、
未
教
育
兵
で
あ
る
多
く
の

仲
間
は
、
北
支
に
着
く
や
否
や
、
敵
と
対
峙
し
た
の
で
あ
る
か

ら
緊
張
度
は
高
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
一
期
の
教
育
は
三
ヵ
月

間
、
検
閲
は
昭
和
十
六
年
三
月
三
十
一
日
で
あ
っ
た
と
記
憶
し

て
い
る
。

私
の
所
属
す
る
第
三
大
隊
本
部
は
遵
化
、
我
が
第
九
中
隊
は

鉄
■
鎮
と
い
う
所
で
あ
っ
た
。
そ
こ
は
豊
・
遵
・
遷
三
県
の
県

境
で
、
山
岳
地
帯
の
中
央
に
あ
り
、
周
辺
の
山
脈
は
遠
く
は
熱

河
省
の
山
に
連
な
り
、
付
近
一
帯
は
共
産
八
路
軍
の
冀
（
河
北

省
）
東
地
区
前
進
根
拠
地
帯
と
目
さ
れ
て
い
た
所
で
あ
る
。
極

部
隊
が
移
駐
し
た
日
か
ら
付
近
に
出
没
す
る
八
路
軍
の
討
伐
に

落
ち
着
く
暇
も
な
か
っ
た
。
で
あ
る
か
ら
、
我
々
初
年
兵
は
、

実
戦
を
し
つ
つ
軍
隊
の
教
育
を
受
け
た
、
実
戦
教
育
で
育
っ
た

の
で
あ
る
。

し
か
も
、
第
九
中
隊
に
は
、
昭
和
十
三
年
末
の
武
漢
三
鎮

（
漢
口
・
武
昌
・
漢
陽
）
攻
略
戦
に
参
戦
し
た
昭
和
十
二
年
入

隊
の
第
十
二
年
次
兵
が
、
中
隊
本
部
の
ほ
か
に
四
十
人
ぐ
ら
い

い
て
、
別
名
「
焼
酎
小
隊
」
と
呼
ば
れ
る
く
ら
い
毎
日
焼
酎

（
チ
ャ
ン
チ
ュ
ウ
）
を
飲
ん
で
い
た
。
二
、
三
年
兵
は
そ
こ
に

は
近
付
け
な
い
の
で
、
そ
の
古
参
兵
の
世
話
は
我
々
初
年
兵
だ

け
に
命
ぜ
ら
れ
て
い
た
。
随
分
気
を
使
い
な
が
ら
の
世
話
で
あ

っ
た
が
、
昭
和
十
六
年
四
月
二
十
五
日
、
内
地
に
帰
還
を
し

た
。ま
た
、
第
九
中
隊
は
、
牟
田
口
連
隊
の
時
、
盧
溝
橋
で
直
接

中
国
軍
と
戦
っ
た
中
隊
で
あ
り
、
長
沢
准
尉
は
そ
の
時
戦
闘
に

参
加
し
た
古
参
准
尉
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
関
係
か
ら
、
歴
戦

の
誇
り
を
持
ち
、
従
っ
て
、
訓
練
も
内
務
班
で
の
教
育
も
や
か

ま
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

鉄
■
鎮
付
近
は
八
路
軍
の
巣
窟
と
い
わ
れ
る
所
で
、
中
隊
の

柱
に
青
竜
刀
の
切
り
痕
や
、
弾
痕
な
ど
が
残
っ
て
い
て
、
彼
等

が
隊
内
ま
で
侵
入
し
た
証
拠
で
あ
っ
た
。
私
が
入
っ
て
か
ら
、

一
期
検
閲
が
終
わ
っ
た
翌
月
頃
か
ら
敵
の
夜
襲
の
た
め
非
常
呼

集
が
あ
っ
た
が
、
私
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
体
験
で
緊
張
し

た
。
今
ま
で
は
銃
声
を
聞
い
た
り
、
他
隊
へ
の
襲
撃
で
あ
っ
た

が
、
チ
ェ
ッ
コ
機
銃
が
隊
へ
撃
ち
込
ま
れ
た
の
は
初
め
て
で
あ



っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
時
は
被
害
は
無
か
っ
た
。

古
参
兵
は
平
気
な
顔
を
し
て
「
こ
れ
が
日
常
茶
飯
事
だ
か

ら
、
心
得
て
お
け
」
と
言
っ
て
い
た
。
二
、
三
日
毎
に
撃
ち
込

ま
れ
る
、
時
に
は
毎
日
襲
撃
さ
れ
る
。
敵
の
攻
撃
の
間
■
を
縫

っ
て
討
伐
に
行
く
が
、
こ
ち
ら
の
兵
力
が
少
な
く
、
手
薄
と
な

っ
た
留
守
部
隊
が
や
ら
れ
る
の
で
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
は
討
伐
に

出
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
八
路
軍
は
、
こ
ち
ら
が
多
け
れ

ば
逃
げ
る
。
し
か
し
、
兵
力
が
少
な
い
と
見
る
と
襲
撃
す
る
。

神
出
鬼
没
の
行
動
を
す
る
か
ら
油
断
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

初
年
兵
は
辛
い
も
の
だ
が
、
と
く
に
恐
ろ
し
い
の
は
戦
闘
よ

り
も
、
中
隊
の
望
樓
に
立
■
（
警
戒
の
た
め
歩
■
に
立
つ
）
す

る
こ
と
で
あ
る
。
望
樓
の
階
段
を
上
っ
て
行
く
の
は
死
刑
囚
の

よ
う
で
あ
る
。
古
参
兵
は
交
替
時
間
が
来
て
も
交
替
し
て
く
れ

ぬ
か
ら
、
初
年
兵
は
二
時
間
で
も
三
時
間
で
も
立
■
し
続
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
分
■
は
一
個
分
隊
だ
か
ら
十
人
余
で
、
共

産
軍
が
望
楼
目
が
け
て
時
々
撃
っ
て
く
る
。
彼
等
は
ど
こ
に
隠

れ
て
い
る
か
、
こ
ち
ら
か
ら
は
判
ら
な
い
。
立
■
者
が
狙
わ
れ

る
の
だ
か
ら
肝
を
冷
や
す
と
い
う
よ
り
危
険
こ
の
上
な
い
。
時

に
は
戦
死
、
戦
傷
者
も
出
る
。
姿
の
見
え
ぬ
敵
と
の
対
決
で
あ

る
、
普
通
の
戦
闘
の
撃
ち
合
い
よ
り
不
気
味
で
あ
る
。
こ
の
不

安
は
体
験
者
で
な
け
れ
ば
判
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
分
■

は
小
人
数
、
警
戒
を
厳
重
に
し
な
け
れ
ば
、
全
員
戦
死
と
い
う

例
も
度
々
あ
る
の
だ
か
ら
、
立
■
者
の
任
務
は
重
い
の
で
あ

る
。初

年
兵
時
代
の
辛
い
思
い
出
は
、
生
命
に
別
状
な
い
内
務
班

の
こ
と
で
あ
る
。
先
程
言
っ
た
「
焼
酎
小
隊
の
猛
者
」
は
内
地

へ
帰
っ
た
が
今
度
は
二
、
三
年
兵
と
の
関
係
と
、
初
年
兵
の
仕

事
の
こ
と
で
あ
る
。
私
等
は
内
地
で
の
日
常
は
電
灯
の
下
で
の

生
活
で
あ
っ
た
が
、
戦
地
で
は
ラ
ン
プ
生
活
で
あ
る
。
そ
の
ラ

ン
プ
の
火
屋
を
磨
く
の
は
初
年
兵
で
あ
る
。
私
も
ラ
ン
プ
を
知

ら
な
か
っ
た
が
、
火
屋
は
硝
子
で
出
来
て
い
る
。
磨
け
と
言
わ

れ
、
煤
を
落
と
そ
う
と
強
く
磨
く
と
硝
子
だ
か
ら
直
ぐ
割
れ
て

し
ま
う
。
弱
く
こ
す
れ
ば
煤
は
落
ち
な
い
。
割
っ
て
怒
鳴
ら

れ
、
綺
麗
に
透
明
に
し
な
け
れ
ば
ド
ヤ
さ
れ
る
。
今
の
人
に
は

想
像
出
来
な
い
辛
い
初
年
兵
時
代
で
あ
り
、
時
々
あ
の
苦
労
を

戦
友
と
語
り
合
う
の
も
懐
か
し
い
思
い
出
で
あ
る
。

私
が
体
験
し
た
一
番
初
め
の
シ
ョ
ッ
ク
は
、
忘
れ
も
し
な
い



昭
和
十
六
年
五
月
八
日
、
私
は
幹
部
候
補
生
に
落
ち
た
が
、
同

室
の
甲
種
幹
部
候
補
生
の
金
子
保
君
が
、
北
支
大
官
屯
の
戦
闘

で
頭
部
貫
通
銃
創
で
戦
死
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
同
年
兵

に
と
っ
て
最
初
の
犠
牲
者
な
の
で
、
い
よ
い
よ
戦
闘
に
入
っ
た

な
と
実
感
さ
せ
ら
れ
た
。
幹
部
候
補
生
に
合
格
し
た
ば
か
り
だ

っ
た
の
で
上
等
兵
で
あ
っ
た
。

五
月
二
十
六
日
か
ら
七
月
二
十
日
ま
で
が
、
北
支
派
遣
軍
の

冀
東
作
戦
で
あ
る
。
冀
東
地
区
の
住
民
は
、
元
来
、
満
州
と
中

国
と
の
双
方
か
ら
影
響
を
受
け
、
そ
の
動
向
に
は
強
い
親
日
と

反
日
感
情
が
交
錯
し
て
い
る
と
聞
い
た
。
農
業
が
主
で
あ
る

が
、
万
里
の
長
城
線
の
山
岳
地
に
近
づ
く
に
従
い
荒
れ
地
が
多

く
、
農
民
の
生
活
は
豊
か
で
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し

天
津
市
周
辺
の
住
民
は
経
済
力
に
恵
ま
れ
、
部
隊
本
部
の
あ
る

唐
山
付
近
の
住
民
は
開
■
炭
砿
な
ど
に
生
活
の
根
拠
を
持
っ

て
、
山
岳
地
付
近
の
住
民
よ
り
豊
か
で
あ
っ
た
。
そ
こ
の
差
異

に
共
産
党
、
八
路
軍
が
力
を
浸
透
し
て
い
っ
た
ら
し
い
。

従
っ
て
こ
の
地
区
の
剿
共
戦
（
対
共
産
軍
戦
）
は
、
従
来
か

ら
関
東
軍
と
北
支
軍
が
協
力
し
て
し
ば
し
ば
実
施
し
て
い
て
、

二
月
～
三
月
に
か
け
、
関
東
軍
の
在
熱
河
省
部
隊
と
北
支
軍
の

一
部
（
独
立
混
成
第
十
五
旅
団
）
が
粛
正
作
戦
を
し
て
い
た
。

我
々
が
部
隊
へ
入
っ
た
頃
で
あ
ろ
う
。
こ
の
頃
か
ら
共
産
軍
は

住
民
と
同
様
の
便
衣
を
携
行
す
る
よ
う
に
な
り
、
軍
と
民
の
区

別
が
困
難
に
な
り
、
そ
の
討
伐
も
成
果
を
挙
げ
に
く
く
な
っ
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。

資
料
に
よ
る
と
、
冀
東
作
戦
は
、
我
々
の
師
団
、
第
二
十
七

師
団
、
独
混
第
十
五
旅
団
の
各
主
力
と
、
関
東
軍
独
立
守
備
歩

兵
第
一
、
第
七
、
第
九
、
第
十
六
、
第
二
十
七
大
隊
が
参
加

し
、
華
北
政
務
委
員
会
の
治
安
軍
の
一
部
も
出
動
し
た
。
五
月

二
十
九
日
、
盤
山
地
区
根
拠
地
を
四
囲
か
ら
包
囲
攻
撃
し
、
爾

後
、
蘇
県
東
南
地
区
を
分
散
退
避
し
た
敵
部
隊
を
急
追
す
る
と

と
も
に
便
衣
化
し
た
敵
の
摘
出
に
努
め
た
。

作
戦
は
七
月
二
十
一
日
お
お
む
ね
終
了
し
た
。
私
等
は
こ
の

本
格
的
な
作
戦
に
初
年
兵
（
一
期
検
閲
終
了
一
ヵ
月
）
と
し
て

参
加
し
た
。
い
わ
ば
初
陣
で
あ
り
、
作
戦
の
辛
さ
、
厳
し
さ
を

知
っ
た
の
で
あ
る
。
北
支
の
夏
の
行
軍
も
体
験
し
、
軍
隊
は
、

射
撃
、
剣
術
、
行
軍
と
い
う
が
、
や
は
り
戦
地
で
は
行
軍
に
耐

え
る
体
力
気
力
が
第
一
だ
と
痛
感
し
た
の
で
あ
る
。



私
の
受
け
た
次
の
シ
ョ
ッ
ク
は
、
九
月
十
二
日
、
新
店
子
で

第
九
中
隊
の
分
屯
隊
が
八
路
軍
の
襲
撃
を
受
け
、
戦
死
六
人
、

負
傷
者
多
数
を
出
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
非
常
呼
集
が
あ

り
、
私
も
出
陣
し
た
。
と
こ
ろ
が
遵
化
県
（
第
三
大
隊
本
部
処

在
地
）
の
城
壁
を
出
た
途
端
、
待
ち
伏
せ
し
て
い
た
敵
が
、
自

動
車
の
第
一
車
輌
を
目
掛
け
て
、
チ
ェ
ッ
コ
機
関
銃
の
一
斉
射

撃
を
浴
び
せ
て
き
た
。
遮
■
物
は
な
し
、
先
頭
車
が
や
ら
れ
た

の
だ
か
ら
自
動
車
は
出
ら
れ
な
い
。
至
近
弾
が
飛
ん
で
く
る
の

で
、
そ
の
時
、
私
は
戦
死
す
る
か
と
思
っ
た
。
我
が
軍
が
擲
弾

筒
を
撃
っ
た
の
で
敵
は
チ
ェ
ッ
コ
機
銃
を
置
い
た
ま
ま
逃
走

し
、
こ
と
な
き
を
得
た
。

し
か
し
、
分
屯
隊
へ
着
い
た
ら
、
松
本
軍
曹
、
幹
部
候
補
生

の
軍
曹
以
下
、
隊
員
十
数
人
が
い
な
い
。
そ
の
後
捜
索
し
て
、

ほ
と
ん
ど
の
死
体
を
発
見
し
た
が
非
情
に
も
全
裸
に
さ
れ
て
い

た
。
戦
死
は
松
本
軍
曹
、
乙
種
幹
部
候
補
生
出
身
の
軍
曹
、
三

年
兵
の
一
等
兵
な
ど
六
人
で
あ
っ
た
。
他
は
望
楼
の
中
で
初
年

兵
を
含
め
て
負
傷
し
倒
れ
て
い
た
。
こ
の
死
体
捜
索
や
、
負
傷

者
収
容
は
中
隊
全
員
で
夕
方
ま
で
か
か
っ
た
。

私
達
初
年
兵
は
入
隊
以
来
十
ヵ
月
で
、
初
め
て
戦
死
者
の

屍
衛
兵
に
つ
い
た
。
無
残
に
殺
さ
れ
た
先
輩
を
守
り
な
が
ら

の
衛
兵
は
、
着
剣
し
て
い
て
も
い
や
な
も
の
で
あ
る
。
入
隊
し

て
か
ら
初
め
て
の
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
り
、
今
、
思
い
出
し

て
も
痛
ま
し
い
、
口
惜
し
い
、
嫌
な
体
験
で
あ
っ
た
。

警
備
や
討
伐
は
九
月
以
降
も
続
い
た
。
普
察
冀
辺
粛
正
作
戦

で
は
共
産
軍
を
掃
討
し
、
我
が
師
団
は
支
那
駐
屯
軍
時
代
か
ら

こ
の
地
域
に
駐
屯
し
、
作
戦
地
域
の
状
況
を
知
っ
て
い
る
の

で
、
比
較
的
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
た
と
上
官
が
言
わ
れ

た
の
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

私
は
十
二
月
一
日
付
で
第
一
選
抜
の
上
等
兵
に
進
級
し
、
昭

和
十
六
年
十
二
月
一
日
入
営
の
初
年
兵
を
同
月
二
十
八
日
に
迎

え
、
我
々
と
同
じ
開
平
教
育
隊
で
教
育
す
る
こ
と
に
な
っ
た

が
、
二
年
兵
の
上
等
兵
の
私
が
、
三
年
兵
の
兵
長
と
共
に
教
育

助
手
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
今
ま
で
教
わ
る
身
が
教
え
る
立
場
と
な

っ
た
わ
け
で
あ
る
。
助
教
や
助
手
が
初
年
兵
の
行
動
を
見
て
い

る
の
で
、
嘘
は
つ
け
ぬ
も
の
だ
と
、
初
年
兵
当
時
の
こ
と
を
思

い
出
し
た
。
助
手
と
も
な
る
と
、
班
内
外
の
古
参
兵
と
初
年
兵

と
の
間
に
立
っ
て
苦
し
い
立
場
に
立
た
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ



た
の
だ
が
、
こ
の
時
期
か
ら
、
私
的
制
裁
が
や
か
ま
し
く
禁
止

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
か
つ
て
の
陰
湿
な
内
務

班
の
空
気
は
概
ね
改
善
さ
れ
た
の
で
、
新
人
の
助
手
と
し
て
は

幾
分
救
わ
れ
た
。

教
育
の
仕
方
も
戦
地
で
あ
る
か
ら
内
地
の
教
育
と
は
少
し
違

っ
た
が
、
自
分
と
し
て
は
良
い
経
験
を
積
ま
せ
て
も
ら
っ
た
と

思
う
。
初
年
兵
の
一
期
の
検
閲
も
無
事
済
ま
せ
中
隊
へ
帰
る
と

思
っ
た
ら
、
乾
第
三
大
隊
長
の
三
浦
副
官
か
ら
大
隊
の
給
与
係

を
命
ぜ
ら
れ
た
。
大
隊
は
連
隊
本
部
か
ら
離
れ
独
立
し
て
い
る

上
に
、
主
計
少
尉
不
在
、
給
与
係
軍
曹
も
不
在
と
い
う
の
で
、

二
年
兵
の
私
が
責
任
者
と
な
り
肩
の
荷
が
重
い
こ
と
を
つ
く
づ

く
感
じ
た
。

食
料
係
と
な
る
と
、
十
日
間
毎
の
献
立
表
を
作
る
。
量
、
栄

養
、
兵
の
嗜
好
、
健
康
を
考
え
る
だ
け
で
大
変
で
あ
る
。
な
に

し
ろ
未
経
験
で
あ
る
し
、
副
官
か
ら
裁
可
を
頂
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
炊
事
と
い
う
と
、
軍
隊
経
験
者
は
解
る
と
思
う
が
い
わ
ゆ

る
「
各
隊
の
タ
マ
」
と
呼
ば
れ
る
折
り
紙
つ
き
の
古
兵
の
集
合

体
で
あ
り
、
一
人
一
人
が
一
国
の
城
主
の
よ
う
な
者
を
、
若
い

未
経
験
者
の
私
が
束
ね
ね
ば
な
ら
な
い
。「
飯
上
げ
」
や
「
食

缶
返
納
」
に
来
た
初
年
兵
が
、
炊
事
の
猛
者
共
に
ド
ヤ
さ
れ
て

い
る
声
が
聞
こ
え
る
。

昭
和
十
七
年
四
月
か
ら
九
月
五
日
ま
で
は
、
冀
東
道
粛
正
作

戦
（
河
北
省
内
共
産
軍
根
拠
地
と
地
下
組
織
粛
正
）
で
あ
る

が
、
そ
の
う
ち
四
月
五
日
～
六
月
八
日
ま
で
が
魯
家
峪
付
近
の

洞
窟
剔
抉
と
い
う
作
戦
で
あ
る
。
今
度
は
作
戦
中
の
大
隊
の
食

料
並
び
に
出
先
中
隊
の
食
料
も
自
分
で
計
算
し
、
副
官
の
許
可

を
得
て
更
に
作
戦
に
支
障
の
な
い
よ
う
に
輸
送
し
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
。
作
戦
間
の
食
料
、
米
、
味
■
、
■
油
、
甘
味
品
ま
で
も
馬
車

（
自
動
車
で
は
な
い
）
で
運
搬
す
る
。
そ
の
車
輌
は
二
十
台
と

見
込
ま
れ
た
。
そ
の
た
め
多
く
の
中
国
人
を
使
う
の
で
、
日
本

語
の
判
る
ジ
ャ
ン
グ
イ
と
呼
ば
れ
る
顔
役
も
必
要
だ
し
、
手
元

に
置
く
小
回
り
の
き
く
コ
ッ
ク
の
様
な
者
も
必
要
で
、
そ
の
人

選
、
人
集
め
も
一
仕
事
で
あ
る
。

人
夫
を
よ
う
や
く
か
き
集
め
た
が
、
馬
車
も
前
も
っ
て
密
か

に
あ
ち
こ
ち
に
分
散
し
て
お
か
ね
ば
作
戦
の
企
図
が
敵
に
漏
れ

て
し
ま
う
。
驢
馬
も
前
も
っ
て
徴
発
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な



い
。
私
は
支
那
馬
に
乗
っ
て
指
示
し
て
歩
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

慣
れ
ぬ
私
に
と
っ
て
は
、
ま
っ
た
く
泣
き
た
い
よ
う
な
思
い
の

連
続
で
あ
っ
た
。
こ
の
輸
送
、
補
給
こ
そ
は
実
に
作
戦
遂
行
の

要
な
の
で
あ
る
が
、
若
い
不
慣
れ
な
私
が
や
ら
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
が
当
時
の
実
情
で
あ
っ
た
。

馬
に
食
べ
さ
せ
る
馬
糧
を
買
っ
て
準
備
し
ろ
と
い
う
。
と
こ

ろ
が
そ
の
時
期
は
高
粱
は
未
だ
実
っ
て
い
な
い
か
ら
、
顔
役
の

ジ
ャ
ン
グ
イ
等
を
使
っ
て
早
刈
り
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
に
山
路
を
登
る
と
な
る
と
車
は
使
え
な
い
か
ら
驢
馬
の
背
に

荷
物
を
付
け
る
。
■
も
米
も
味
■
も
皆
駄
載
で
あ
る
。
二
十
車

輌
の
分
量
で
は
予
め
用
意
し
て
お
い
た
驢
馬
一
〇
〇
頭
に
積
み

替
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。

帰
り
途
に
な
る
と
二
〇
頭
の
馬
車
も
、
十
五
輌
に
減
っ
て
い

く
が
山
路
で
驢
馬
は
い
な
い
。
し
か
た
な
く
■
物
や
乾
燥
物
な

ど
は
捨
て
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
作
戦
を
終
え
帰
路
、
あ
ち

ら
こ
ち
ら
に
せ
っ
か
く
苦
心
し
て
運
ん
だ
も
の
が
山
路
や
公
路

に
捨
て
て
あ
る
。
担
当
者
の
自
分
と
し
て
は
目
を
覆
い
た
く
な

る
辛
い
思
い
で
あ
っ
た
。

八
月
中
旬
、
新
軍
屯
付
近
の
戦
闘
に
参
加
し
た
。「
敵
出
現
」

の
報
に
よ
り
、
連
隊
は
四
方
か
ら
こ
れ
を
包
囲
撃
滅
し
よ
う
と

意
図
し
た
が
敵
兵
を
見
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
敵
は
豊
玉
県
境

を
北
上
す
る
と
判
断
し
、
我
が
第
三
大
隊
は
北
進
を
開
始
、
敵

主
力
の
移
動
中
を
発
見
、
迂
回
し
て
進
路
を
遮
断
す
る
。
連
隊

は
包
囲
態
勢
を
と
り
一
斉
に
猛
攻
し
こ
れ
を
殲
滅
し
た
。
砲
戦

の
後
に
は
雨
が
降
る
と
言
わ
れ
る
が
、
や
は
り
天
空
に
刺
激
を

与
え
る
と
雨
に
な
っ
た
。

こ
の
大
戦
果
の
跡
を
、
私
は
大
隊
長
、
副
官
の
お
伴
を
し
て

見
た
が
、
敵
兵
の
死
骸
は
累
々
と
し
て
重
な
り
、
包
囲
殲
滅
の

様
子
は
ま
さ
に
見
る
に
忍
び
な
か
っ
た
。
捕
獲
し
た
銃
器
も
多

く
あ
り
、
そ
の
後
付
近
を
討
伐
し
て
こ
の
作
戦
は
一
応
終
結
を

み
た
の
で
あ
ろ
う
。

私
は
ま
た
ま
た
、
第
十
七
次
補
充
兵
の
初
年
兵
教
育
の
助
手

を
命
ぜ
ら
れ
た
。
約
八
〇
〇
人
の
初
年
兵
は
昭
和
十
八
年
二
月

一
日
、
河
北
省
冀
県
唐
山
の
本
部
に
入
隊
を
し
た
。
そ
の
頃
、

中
隊
の
熊
沢
東
作
中
尉
が
遷
安
県
泰
家
路
付
近
の
戦
闘
で
戦
死

さ
れ
た
。
当
時
の
河
北
省
東
部
、
冀
東
地
区
は
前
年
初
頭
か
ら

の
粛
正
討
伐
と
遮
断
壕
の
構
築
、
無
住
地
帯
の
設
定
等
に
よ
り



一
応
治
安
は
良
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
敵
は
執
拗
に
我
が
警
備
の
間
■
を
縫
っ
て
共
産
党

の
地
下
工
作
を
続
行
し
た
り
、
小
部
隊
に
よ
り
各
地
を
遊
動

し
、
我
が
軍
の
兵
力
の
少
な
い
際
に
交
戦
、
我
が
連
隊
の
各
隊

は
粛
正
討
伐
を
続
け
て
い
た
。
そ
の
た
め
私
に
は
暇
な
く
、
出

動
、
討
伐
の
連
続
と
、
作
戦
参
加
の
記
憶
が
残
っ
て
い
る
。

教
育
助
手
を
毎
年
命
ぜ
ら
れ
た
私
は
、
昭
和
十
七
年
八
月
十

二
日
、
昭
和
十
八
年
度
第
一
次
採
用
幹
部
候
補
生
教
育
隊
で
、

教
官
中
西
中
尉
の
下
で
教
育
助
手
を
命
ぜ
ら
れ
、
将
来
の
第
一

線
将
校
の
卵
の
面
倒
を
見
て
い
た
。

昭
和
十
八
年
六
月
十
七
日
、
大
陸
命
第
八
〇
三
号
に
よ
り
、

第
二
十
七
師
団
は
関
東
軍
に
編
入
、
満
州
へ
の
移
動
が
始
ま
っ

た
。
第
十
五
師
団
（
祭
兵
団
）
は
ビ
ル
マ
の
第
十
五
軍
隷
下
に

編
入
さ
れ
、
い
よ
い
よ
、
ビ
ル
マ
で
は
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
。
満

州
で
は
対
ソ
戦
に
備
え
て
、
満
支
国
境
を
固
め
る
た
め
、
我
が

極
兵
団
が
関
東
軍
に
編
入
さ
れ
た
。

同
年
十
二
月
十
日
ま
で
我
が
部
隊
は
錦
州
の
西
部
付
近
の
警

備
と
な
っ
た
が
、
関
東
軍
の
精
鋭
は
次
々
と
南
方
軍
へ
と
移
っ

て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
我
々
は
ソ
戦
軍
の
ト
ー
チ
カ
を
攻
撃

す
る
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
教
育
訓
練
が
厳
し
く
行

わ
れ
て
い
っ
た
。
関
東
軍
へ
移
駐
し
た
の
で
、
通
称
号
も
「
極

第
二
九
〇
二
部
隊
」
か
ら
「
満
州
第
二
九
〇
二
部
隊
」
と
改
称

さ
れ
た
。

足
掛
け
六
年
間
の
冀
東
地
区
で
の
連
続
討
伐
と
、
移
駐
準
備

の
過
労
、
移
動
後
の
食
事
の
変
化
、
日
常
生
活
の
変
化
の
た
め

か
、
赤
痢
患
者
が
各
隊
に
多
発
し
、
連
隊
の
三
分
の
一
の
兵
員

が
病
人
と
な
っ
た
の
で
、
近
く
に
あ
る
錦
西
陸
軍
病
院
は
入
院

患
者
で
満
員
状
態
と
な
り
、
中
に
は
戦
病
死
し
た
者
も
あ
っ

た
。
そ
の
間
に
も
、
我
々
は
訓
練
と
警
備
を
続
行
し
、
特
に
師

団
の
連
合
演
習
に
も
各
部
隊
は
参
加
し
、
来
る
べ
き
戦
い
に
備

え
て
い
た
の
で
あ
る
。

昭
和
十
八
年
十
月
二
十
七
日
、
昭
和
十
四
年
十
二
月
入
隊
以

来
冀
東
警
備
に
任
じ
、
各
隊
の
中
堅
と
し
て
活
躍
し
て
い
た

我
々
の
一
年
先
輩
の
十
四
年
次
兵
が
内
地
帰
還
と
な
っ
た
。
こ

れ
ま
で
、
年
々
補
充
兵
が
入
隊
し
兵
員
も
充
実
し
て
お
り
、
私

も
十
一
月
五
日
付
で
下
士
官
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
た
。



と
こ
ろ
が
、
先
輩
の
第
十
四
次
兵
を
内
地
帰
還
さ
せ
た
翌
十

二
月
、
今
度
は
予
想
も
し
な
い
我
々
第
十
五
次
兵
の
内
地
帰
還

の
命
令
が
出
た
。
帰
還
し
た
隊
は
、
千
葉
県
佐
倉
の
本
部
六
十

四
部
隊
（
当
時
の
近
衛
歩
兵
第
五
連
隊
留
守
隊
）
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
残
っ
た
隊
員
は
、
湘
桂
作
戦
、
南
部
粤
漢
打
通
作

戦
に
参
加
し
、
我
が
支
那
駐
屯
第
一
連
隊
の
戦
没
者
数
は
二
、

六
二
五
柱
、
我
が
第
九
中
隊
一
三
三
柱
で
、
昭
和
十
九
年
以
降

（
私
が
帰
っ
た
後
）
の
戦
没
者
は
一
〇
六
柱
で
あ
る
と
い
う
。

年
次
か
ら
み
る
と
第
十
六
年
次
（
大
正
十
年
生
ま
れ
）
以
降
の

方
と
、
高
年
齢
の
補
充
兵
の
方
々
が
当
然
多
い
の
で
あ
る
。

帰
国
後
の
私
は
、
家
業
が
平
和
産
業
の
洋
服
生
地
の
商
店
で

営
業
は
閉
鎖
状
態
に
あ
る
た
め
、
大
日
本
機
械
（
軍
需
工
場
）

に
入
社
。
昭
和
十
九
年
十
一
月
東
部
第
三
部
隊
に
防
衛
召
集
に

な
り
、
帝
都
空
襲
時
芝
増
上
寺
前
の
「
女
子
会
館
」
を
本
部
と

し
て
警
備
に
あ
た
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

我
々
の
部
隊
は
、
埼
玉
県
鴻
巣
市
の
常
勝
寺
に
歩
観
音
像

と
軍
馬
の
像
を
慰
霊
碑
と
し
、
戦
友
相
集
い
戦
没
者
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
て
い
る
。

想
え
ば
、
私
は
北
支
で
苦
労
の
連
続
で
あ
っ
た
が
、
湘
桂
作

戦
前
の
帰
還
で
あ
り
、
ま
た
幸
か
不
幸
か
、
幹
部
候
補
生
に
な

れ
な
か
っ
た
が
、
も
し
幹
部
候
補
生
に
合
格
し
小
・
中
隊
長
を

し
て
い
た
ら
、
恐
ら
く
戦
死
か
戦
傷
し
た
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に

も
軍
隊
は
運
隊
で
あ
っ
た
こ
と
を
痛
感
し
、
連
隊
の
毎
年
挙
行

す
る
靖
国
神
社
で
の
慰
霊
祭
に
参
加
を
心
が
け
て
い
る
。

勝
部
隊
機
関
銃
隊

山
西
・
八
路
軍
と
戦
う
　 

山
形
県
　
山
口
一
郎
　 

大
正
十
年
二
月
六
日
生
ま
れ
の
昭
和
十
六
年
徴
集
兵
と
し

て
、
昭
和
十
六
年
七
月
に
徴
兵
検
査
を
受
け
ま
し
た
が
、
第
一

乙
種
が
多
か
っ
た
中
で
私
は
甲
種
合
格
と
な
り
ま
し
た
。
当
時

家
は
農
業
で
し
た
の
で
、
長
男
で
あ
る
私
は
当
然
父
の
手
伝
い

を
し
て
い
ま
し
た
。
弟
三
人
、
妹
三
人
に
後
を
頼
ん
で
、
昭
和

十
七
年
二
月
、
一
緒
に
検
査
を
受
け
た
の
は
十
人
で
あ
っ
た
の

に
、
私
一
人
だ
け
が
盛
岡
の
北
部
第
六
十
二
部
隊
に
入
営
と
い




